
第４９回関東地区空手道選手権大会要項 

 

 

１．大会名称 第４９回関東地区空手道選手権大会  

 

２．日 時 令和７年 11 月 30 日（日） 午前７時 30 分 駐車場開場 

午前 8 時 00 分 開場 

午前 8 時 15 分 審判員打合せ 

午前 8 時 45 分 開会式 

午前 9 時 30 分 試合開始   

 

３．会 場  ザ・ヒロサワ・シティ体育館（下館総合体育館） 

〒308-0067  茨城県筑西市上平塚 627 Tel 0296-23-5040 

 

  

４．主 催 日本空手協会関東地区本部  

 

 

５．主 管 日本空手協会茨城県本部  

 

 

６．後 援 公益社団法人日本空手協会、茨城県、筑西市 

 

 

７．選手の区分及び資格（各都県ごと）  

（１）団体戦 形 3 名、組手 3 名 

（形は男女混合可、組手は先鋒男子・中堅女子・大将男子） 

（２）個人戦（男女別） 形・組手とも 6 名以内  

（小学３年・４年・５年・６年、中学１年・２年・３年、高校生、一般）  

（３）参加資格  

① 選手は公益社団法人日本空手協会の会員であること。  

② 選手はスポーツ障害保険の加入者であること。 

③ 高校生は満 19 歳未満で在学中の者（専門学校も含む）  

④ 参加人数は上記の通りとするが、開催県はこの限りではない。  

 

 



８．試合要項  

（１）団体形 各都県チーム 3名による同一形を同時に行い、得点方式による順位決定。  

（２）団体組手 各都県チーム 3 名（男子２名女子１名）の 

自由組手によるトーナメント方式、2 分間一本勝負。  

（３）個人形 

① 小学生：1 回戦からベスト８決めまで、平安初段から五段・鉄騎初段までの

紅白戦のトーナメント方式。上位 8 名による順位決定戦は、抜塞大・ 

観空大・慈恩・燕飛・十手・岩 鶴・半月の中から選択による得点方式。 

②中学生・高校生・一般：1 回戦より平安二段（中学生は平安初段から）から五

段・鉄騎初段までの紅白戦のトーナメント方式。ベスト 16 戦は選定形（抜塞

大・観空大・燕飛・慈恩）による紅白戦 のトーナメント方式。上位 8 名の順

位決定戦は得意形による得点方式。  

（４）個人組手  

①1 回戦からすべて自由組手トーナメント方式。  

②自由組手は、全試合（小学生から一般まで）協会指定の拳サポーター、マウ

スピース、胴当てを着用すること。  

③試合時間：小・中学生は 1 分 30 秒一本勝負とする。高校生・一般は２分一本

勝負とする。  

④再試合は、すべてのカテゴリーで先取りとし、勝敗を決定する。 

 

 

９．参加料 （１）団体戦：形・組手両方でも片方でも２０,０００円（団体戦参加料です） 

（２）個人戦：1 種目 3,０００円（形・組手両方で 6,０００円）  

 

 

１０．参加申し込み先 ・日本空手協会 茨城県本部 

大会運営部 

メールアドレス：taikaiunei@outlook.jp 

申し込みは「参加申込書」で電子メールによりお願いいたします。 

  

１１．参加申し込み期限・令和７年８月２３日（土） 

申込締め切り後の受付と変更については受け付けませんのでご注意ください。 

 

 

１２．参加料等の振込先 ・ゆうちょ銀行 記号；１０６００ 番号：４４９８２７３１  

日本空手協会茨城県本部 代表者 大津章彦  



１３．審判員派遣依頼 ・各都県は下記のとおり審判員の派遣をお願いします。不足が生じ

た場合は、増員をお願いいたします。  

出来れば、A 級・B 級審判員の推薦をお願いいたします。 

 

※大会審判員は、関東地区本部が開催する講習会（１１月２日予定）に参加が義務 

付けられていますので、ご承知おきください。 

 詳細内容は後日、別途ご連絡いたします。 

  

１０コート×９名＝９０名  

東京都 12 名  山梨県      ６名 

埼玉県   14 名  神奈川県   10 名 

栃木県   14 名  三多摩   ６名 

群馬県   ６名  千葉県   12 名 

茨城県   10 名  （任意事項）   90 名 

 

 

１４．留意事項 

（１）試合は、公益社団法人日本空手協会試合・審判規約及び本大会申し合わせ事項に

基づいて行う。  

（２）審判団に対する抗議権は各チームの登録監督のみが有する。ただし、判定につい

ては異議申し立てできない。審判員の手続きや試合運営が規約に違反している

場合に限る。また、監督は各 都県 10 名以内とし、選手・監督以外は試合会場に

入れない。監督は必ず指定された ID カード及び腕章を付けること。  

（３）出場する選手は全員誓約書を提出すること。（別紙） 

（４）監督は、担当選手の体調・持病（障害）等を事前に把握し、緊急時には救護医師 

に直ちに報告する。視覚障害等が有る場合は、コート長または監査員に連絡する。  


